業績目録（根本良子） by 東北大学史料館
業績目録（根本良子）
著者 東北大学史料館
号 1098
発行年 2009-03
URL http://hdl.handle.net/10097/00065915
根本良子教授業績目録
平成21年3河
東北大学史判・館
茗 1乍
???????
^、 、 ^
、 ミ ,
1
^
紹 和 6 3 年 4 円
平 成 4 年 4 月
平 成 5 年 4 月
平 成 5 年 5 貝
平 成 6 年 4 河
、
根 本 良 子 教 授 略 歴
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木 粋 地
職 宅 ,
所 属
最 終 学 歴
昭 和 4 9 年 3 月
昭 和 5 1 年 3 月
平 成 3 午 3 月
昭 和 2 0 年 4 円 2 2 日
宮 ヨ 成 L 雫
才 女 1 受
東 北 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 保 処 学 専 攻
看 護 学 コ ー ス 懐 床 実 践 看 護 学 が ん 舌 護 学 分 町
職
歴
昭 和 4 2 年 7 月
昭 和 5 0 年 3  1 ]
昭 和 5 1 年 3 月
昭 和 5 5 午  4 月
昭 和 5 8 年 4 月
東 北 芋 ヰ 完 大 学 経 済 学 都 二 訊 絲 裂 芥 学 科 卒 業
日 木 舌 護 協 会 看 護 研 修 学 校 看 護 教 員 養 成 課 程 卒 業
聖 路 加 大 学 大 学 院 看 護 学 研 究 科 修 士 課 程 修 了 ( 看 護 学 修 士 )
東 北 火 学 医 学 割 捌 Ⅱ 削 丙 1 浣 看 護 部 石 護 婦 ( 昭 和 5 0 年 2 ナ ほ で )
倒 立 癌 七 ン タ ー 看 護 婦 ( 昭 和 5 0 イ 「 6 j ほ で )
東 北 大 学 [ 父 瞭 技 術 知 期 火 学 部 看 護 学 科 助 手 ( 昭 和 弱 年 3 打 ま で )
東 北 大 学 医 学 部 附 屈 病 院 看 護 婦 印 H 和 認 年 3 貝 ま で )
宮 城 県 総 介 衛 生 学 院 棚 床 看 誰 学 科 技 術 吏 員 . 技 術 主 査
( 平 成 5 年 3 月 ま で ・ 但 し 平 成 元 年 4 j ] か ら 平 成 3 年 3 月 ま で 休 職 )
東 北 大 学 匹 学 部 病 院 管 理 学 教 室 学 部 何 究 * ( 平 成 元 年 3 1 ほ で )
来 北 大 卓 医 学 研 究 科 火 学 院 研 究 小  U 林 酔 学 敦 室 ) ( 平 成 8 午 3 1 ほ で )
山 形 大 学 医 学 部 石 護 学 科 助 手 ( 平 成 5 年 4 上 1 末 日 ま で )
山 形 県 環 境 保 他 部 匡 粲 務 課 氏 療 技 術 短 期 大 学 開 設 準 備 室 技 術 主 査
( 平 成 6 年 3 月 ま で )
山 形 火 学 氏 学 部 石 護 学 科 助 教 授 「 成 人 看 護 学 概 論 Ⅱ N 成 人 看 護 方 法 Ⅱ 」
「 成 ノ > 老 人 新 護 実 習 Ⅱ Ⅱ 捻 介 実 習 」 「 卒 業 研 究 」 担 当 ( 平 成 Ⅱ 年 3 j ほ で )
、 、
、
平成9年4月 山形大学教授医学部看護学科成人看護学Π講座鄭任敦授.「医学科看護学
概論,実習Ⅱ山形大学全学教育科目講義j 山形大学医学部看護学科・大
学院医学系研究科看護学専攻修士課程専任敦授,成人・老人看護学単位
責任者「成人看護学特論1Ⅱ成人看護学演習1Ⅱ成人看護学演習ⅡⅡ成
人看設学演習ⅢⅡ成人看護学演習Ⅳ」「成人看護学特別研究1 Ⅱ.Ⅲ」
担当(平成11年3月まで)
東北大学医療技術短期大学部看設学科成人毛護学専任教授,「着護学の基
礎理論」「卒業研究」「成人看護力法論1.Ⅱ,Ⅲ」「成人石護実習 1,Ⅱ」「基
礎実習U
東北大学医療技術短期大学部看護学科主任(平成14年3河まで)
東北大学医学部教授保健学科看護学専攻臨床看護学講座成人看護学分野
専任教授「成人看護原論Ⅱ成入慢性期看護方法論Ⅱ成人慢性期看護実習」
「成人急性期看護実習」「卒業研究」担当(現在に至る)
東北大学大学院医学系研究利保健学専攻晦床実践看護学領域がん看護学
分野専任教授,「がん看護学特論到,「がん看護学特論ⅡⅡがん看護学七
ミナー 1」、「がん看護学セミナーⅡ」「がん看護専,門看護学実習」,同医学
系研究科がんプロフェッショナル養成プラン腫傷専門医コース.コメ
ディカルがん医療専門職育成コース「臨床腫傷学特論1(オムニバス)」
を担当(平成20年4月から平成21年3月まで)
平成Ⅱ年4月
平成12年4列
平成16年10月
平成19年12月
学位・免許・資格
昭和42年7月
昭和四年3月
昭和51年3月
平成3年3月
平成8年3月
看護婦免許取得(第176093号)
中学社会科教員資格取得
看護教貝資格取得
看護学修士の学位取得論文タイトル.心臓手術を受ける患者の術前,術
後のストレス・コーピングー患者が遭遇している件瑪貪過秤をとおしてー
医学博士の学位取得論文タイトル,乎術患者の術前不安と尿中カテ
コールアミンとの関連に関する研究一手術受容皮による検討一(山形大
学医博乙第356尉
学会等における活動(役職等)
H本手術室看護学会会員(平成8年3月~乎成15年3月まで)
山形大学紀叟投稿論文審査委貝(平成9年3月)
「看護研究」投稿論文査読委員(平成9年5村)
第17回日木看護利・学学会講演集原稿査読委員(平成9年6月)
第18回日本看護科学学会講演集原稿査読委員(平成10年6打)
ホスピスケア研究会会貝(平成10年10月)
第19回日木看護科学学会講演集原稿査読委貝(平成Ⅱ年6月)
東北大学医療技術短期大学部紀要投稿論文査読委貝(平成Ⅱ年7月)
日本科学学会学会i志査読委貝(平成Ⅱ年Ⅱ月)
第19回日本看護科学学会学術染会クリテカルケア座長(平成Ⅱ年12月)
第20回日本看護科学学会講演集原稿査読員(平成12年6月)
第4回北日本看護学会学術集会看護教育Ⅱ座長(平成12年8月)
日木死の廊床研究会会員,日木死の臨床研究会年次大会準備委員、査読委員(平成13年4月)
第33回.第34回日本石護学会看護管理抄録選老委員(平成13年6月)
第21回日本看護科学学会誰演者原稿査毓員(平成14年6月)
第8回北日本看護学会学術集会準備委員,第2群成人看護1座長(平成16年6月)
東北がんプロフェッショナル運営委員会委員,がん看護学コース責任者
(平成19年10月~平成21年3月)
社 会 に お け る 活 動
1 ) 役 職 等
・ ( 社 ) 宮 城 県 看 護 恊 会 教 育 委 貝 ( 昭 和 郭 年 1 0 月 ~ 昭 和 5 9 年 9 月 ま で )
東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 肴 護 部 敦 育 委 員 ( 昭 和 5 7 年 4 月 ~ 昭 和 5 8 年 3 H ま で )
( 社 ) 日 本 看 護 協 会 宮 城 県 支 部 仙 台 東 地 区 支 部 教 育 委 員 ( 昭 和 5 8 年 6 月 ~ 昭 和 6 1 年 5 月 ま で )
件 士 ) 日 本 看 護 協 会 宮 城 県 支 部 教 育 委 員 ( 平 成 3 年 6 月 ~ 平 成 5 年 6 月 ま で )
宮 城 肺 癌 治 療 研 究 会 運 営 委 員 ( 平 成 1 7 年 1 0 月 ~ 現 在 に 至 る )
東 北 大 学 病 院 浮 釧 泉 外 来 看 護 相 談 」 開 設 ( 平 成 1 9 年 3 月 ~ 現 在 ま で )
が 人 相 談 支 援 室 運 営 委 貝 会 委 員 ( 平 成 2 0 年 7 円 ~ 現 在 に 至 る )
2 ) 訴 訟 ・ 審 判 ・ 監 査 な ど の 担 当 実 繊
宮 城 県 警 察 か ら の 医 療 過 誤 事 件 に 関 す る 捜 査 協 力 依 頼 へ の 協 力 ( 平 成 1 6 年 7 月 ~ 平 成 1 7 年 6 月 )
県 警 捜 査 一 課 よ り 長 町 病 院 の 医 療 過 誤 事 件 ( 人 工 呼 吸 器 の 操 作 ミ ス : 平 成 1 5 年 8 月 発 生 )
医 療 過 誤 の 操 作 に 関 係 す る 事 項 に つ い て , 医 療 技 術 者 養 成 機 関 と し て の 第 三 者 的 な 立 場 か
ら の 意 見 に 関 す る 協 力 要 請 が あ り , 人 工 呼 吸 器 の 設 置 後 の 管 理 及 び 看 護 師 の 業 務 に つ い て
解 答 し た 本 医 療 事 故 に 関 し て は , 人 工 呼 吸 器 装 着 患 岩 は . 一 般 の 患 者 に 比 べ て も 細 心 の
注 意 を 打 四 て 管 理 を し な け れ ぱ な ら ず 人 工 呼 吸 器 の 取 り 扱 い も 専 門 的 な 知 識 を 要 す る 治
療 行 為 で あ る の で 医 師 に 指 導 責 任 が あ る こ と 、 看 護 師 が 危 険 防 止 の た め に 必 要 な 最 善 の 注
意 義 務 を 果 た し て 患 者 を 管 理 し て い か な け れ ば な ら な い こ と , 事 故 防 止 の 管 理 体 制 の 問 題
も 大 き く , 看 護 師 の み の 責 任 に 掃 す る こ と は で き な い と ぎ え た 趣 旨 に つ い て 述 べ た
3 ) 講 習 会 講 師
全 国 レ ベ ル の 講 習 会
日 本 船 合 研 究 所 講 習 会 講 師 ( 平 成 7 年 ~ 平 成 Ⅱ 年 . 年 1 ~ 2 回 各 2 日 問 )
手 術 室 ナ ー ス を 対 象 に し て , 東 京 , 大 阪 . 仙 台 , 盛 岡 等 の 会 場 に お い て , 「 手 術 室 に お け
る 看 護 過 程 の 実 践 と 手 術 室 独 自 の 看 護 記 録 の 方 法 」 に つ い て 理 論 と 乳 が ん 患 者 看 護 笑 践 例
を 基 に 講 義 と グ ル ー プ ワ ー ク を 2 日 問 に わ た り 実 施 し た
地 方 レ ベ ル の 講 習 会
束 北 地 区 保 健 婦 , 助 産 婦 . 看 護 婦 等 実 習 指 導 者 請 習 会 講 師
印 召 和 5 8 年 ~ 昭 和 6 1 年 の 4 年 間 平 成 9 年 ~ 平 成 1 4 年 5 年 問 , 各 年 1 回 1 ~ 2  田
東 北 地 区 実 習 指 導 者 を 対 象 に 「 看 護 研 究 」 に つ い て 請 義 し , 醐 床 ナ ー ス が 実 務 を 持 ち な
が ら 看 護 の 実 践 的 研 究 を す る 上 で の , 看 護 研 究 の 基 本 的 考 え 方 及 ぴ 争 例 研 究 の 具 体 的 方 法
に つ い て 教 授 し . 受 講 生 の 醐 床 に お け る 研 究 的 態 度 の 育 成 に 努 め た
看 護 教 員 養 成 講 習 会 誠 師
価 召 和 5 8 年 ~ 昭 和 6 0 年 の 3 年 間 昭 和 6 2 年 ~ 昭 和 6 3 年 の 2 年 間 平 成 3 年 ~ 平 成 Ⅱ 年 に 至 る
ま で の  6 年 問 , 各 年 1 0 口 問 )
看 護 教 員 養 成 を Π 的 と し た 訥 習 会 で 「 看 護 の 概 念 Ⅱ 敦 育 方 法 」 「 研 究 方 法 」 に つ い て , 講
義 及 び 演 習 を 担 当 し た . 特 に 「 研 究 方 法 」 で 問 題 解 決 技 法 を 用 い た 事 例 研 究 に 焦 点 を 絞 り
臨 床 現 場 の 看 護 の 問 題 の 解 決 を 図 る 研 究 方 法 に つ い て 指 導 し た
東 北 地 区 手 術 室 看 護 研 修 会 講 師
( 平 成 3 年 ~ 平 成 3 年 に 至 る ま で の 1 0 年 間 . 年 1 回  1 日 )
東 北 地 区 手 術 室 看 護 学 会 主 催 で 手 術 室 ナ ー ス を 対 象 に し た 「 手 術 室 に お け る 看 護 過 程 」 .
「 手 術 室 に お け る 看 護 過 程 の 実 践 と 専 門 性 の 育 成 」 . 「 看 護 過 程 に 基 づ く 周 手 術 期 看 護 記 録 」
等 の テ ー マ で 周 手 術 期 看 護 の 目 標 を ふ ま え 乳 が ん 患 者 事 例 に つ い て 看 護 過 程 の 展 開 と 酒 護
記 録 の 効 率 的 運 用 に つ い て 敦 育 指 導 に 努 め 東 北 地 方 周 手 術 期 看 護 者 の 専 門 能 力 の 向 上 に 努
め た
全国社会保険連合会東北・北海道地区現任教育者研修会講師(平成7年7月)
東北・北海道地区看護者を対象として,「亊例研究」について具体的・実践的講義を実施
した
第20回東北地区日本乎術看護学会講演(平成Ⅱ年5月)
東北地区手術室ナースを対象にして「周手術期看護目標述成のための看護記録のあり方」
について講演し,周手術期看護を向上させる看護記録を提示した
職能団体の講習会
宮城県看護協会現任教育看護実践の講師
(平成 5年11月,平成6年H月,平成7年11月、各年3 回2日問)
臨床の看護者を対象にして「現場に活かす矯護記録仟看護記録Ⅱ看護過程」をテーマと
して,患、者事例等を用いて,看護能力の基本となる看護過程の展開の方法と臨床での看護
記録について指導し臨床現場の看護者のレベル向上に努めた
山形県看護協会看護研修会講師(平成7年Ⅱ月1回1日問)
着護恊会会員を対象として「看護理論と看護過程」をテーマとして,看護実践にもとづ
いた「酒護理論」を講義し.日頃の看護内容を振り返り,これからの看護実践を行う上で
の方向性を捉え直す授業を行った
山形県着護協会実習指導者の講師
(平成10年~平成13年に至るまでの4年問,各3日問)
(平成7年~平成9年までの3年問,各年1回 1日間)
臨床の云護者を対象として「現任教育の必要性」「看護論」について,臨床の着護体験を
もとにした看護論を講義し、グループワークにおいて各自の看護についての考えを確認,
深め看護実践に活用出来るよう努めた
山形県看護協会ファーストレベル講習会講師
(平成7年~平成9年までの3年問年1回1日間)
看護管理者を対象にして臨床実践の具体例をもとに「看護理論」「看護研究」について
講義した
宮城県看護協会ファーストレベル講習会講師
(平成7年,平成9年,平成11年~平成14年に至るまでの 3年間,年1回 2日間)
看護管理者を対象として「看護研究」について講義及びグループワークによる演習を行
い,臨床における看護研究への取り組みへの動機づけを促進した
(平成12年~平成13年)
山形県看護協会生涯教育研修会講師
(平成12年~平成13年.各年11可 1日問)
臨床の看護者を対象として「現任敦育の必要性Ⅱ看護論」について,臨床の酒護体験を
もとにした看護論を講義し,グループワークにおいて各自の看護についての考えを確認,
深め看護実践に活用出来るよう努めた
宮城県看護協会セカンドレベル講習会講師
(平成12年~平成13年)
着護管理者を対象として,スタッフの看護観を育て導く能力を育成するために,講義
グループワークでの演習等で一定の成果をあげた
4)病院等の講習会講師
自衛隊仙台病院看護部講演(平成8年~平成15年,各年2回半日)
病院看護者を対象として「臨床看護研究」について講義し特に「研究計画沓」及び「研
究評価J について具体B射列による説明を加え,その後の研究レポートの発表・検討により
現場ナースの研究能力の向上に努めてた
市 立 酒 田 病 院 看 護 部 訥 演 ( 平 成 1 0 年 )
看 護 職 員 全 貝 を 対 象 と し て , 看 護 学 生 に 対 す る 「 看 護 過 程 の 指 導 方 法 の 能 力 の 向 上 の た
め に 」 , ヘ ン ダ ー ソ ン の 看 護 理 論 に 基 づ く 着 護 過 程 の 展 開 と 記 録 の 指 導 方 法 を , 具 体 的 事 例
を も と に し て 誰 綻 し た
八 戸 赤 十 字 病 院 酒 護 部 研 修 会 ( 乎 成 1 0 年 )
「 看 護 記 録 コ ー ス 」 研 修 会 に お い て , 看 護 の 規 A で の 恬 報 収 染 , ア セ ス メ ン ト 能 力 の 向 _ ト
具 体 的 で 実 現 可 能 な 看 護 目 標 の 設 定 、 計 画 立 案 , 評 価 能 力 を 腰 く 亊 を 目 指 し て . 講 義 を お
こ な っ た
山 形 市 立 済 生 館 病 院 看 護 婦 研 修 ( 平 成 1 0 年 )
個 別 性 の あ る 質 の 高 い 舌 護 を 提 供 す る 能 力 を 養 う 事 を 目 標 と し て . 事 例 を 通 し て 看 護 過
程 の 実 殿 能 力 を 身 に つ け る 為 の 講 義 と グ ル ー プ ワ ー ク を お こ な い , 看 護 職 員 の 承 護 実 銭 へ
の 愆 欲 を 高 め 、 そ の 能 力 の 啓 発 に 努 め た
市 立 油 田 病 院 毛 設 部 研 修 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
看 護 職 員 全 員 を 対 象 と し て 「 フ ォ ー カ ス チ ャ ー テ ィ ン グ と は 」 , 「 当 院 の 看 護 記 録
( S O A P ) を フ ォ ー カ ス チ ャ ー テ ィ ン グ で 書 く と ど の よ う に な る の か 」 .  f 各 病 棹 に お け る
看 護 記 録 上 の 問 題 点 を 解 決 す る 」 Ⅲ を 目 標 と し て , 講 義 及 び グ ル ー プ ワ ー ク に よ る 研 修
を お こ な っ た
国 立 療 養 所 宮 城 病 院 看 護 部 研 修 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
臨 床 の 場 に お け る 看 護 研 究 能 力 の 向 上 を 目 指 し て , 特 に 「 事 例 研 究 」 に つ い て の 具 体 的
講 襲 を お こ な っ た
仙 台 徳 州 会 病 院 酒 護 部 研 修 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
看 護 研 究 に 取 り 組 む 前 段 階 と し て の 研 修 の 講 師 を 努 め 舌 護 職 貝 の 看 護 研 究 へ の 意 欲 を 喚
起 す る こ と に 努 め た
仙 北 地 区 三 病 院 合 同 研 修 会 講 師 ( 平 成 1 1 年 8 月 ~ 1 2 月 . 7  回  7 日 問 )
宮 城 県 仙 北 地 区 中 核 病 院 設 置 に 向 け て , 築 館 , 若 柳 , 栗 駒 の 三 病 院 の 臨 床 の 看 護 者 を 対
象 と し て , 「 看 護 過 程 を 理 解 し , 看 護 が 見 え る 看 護 記 録 を 目 指 し て 」 を テ ー マ と し て 講 義
グ ル ー プ ワ ー ク を お こ な い 現 場 看 護 者 の 看 護 実 践 と 記 録 能 力 向 上 に 努 め た
東 北 大 学 付 属 病 院 看 護 部 研 修 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
東 北 大 病 院 看 護 部 卒 後 研 修 の 一 環 と し て , 卒 後 三 年 目 の 看 護 師 を 対 象 と し て 看 護 実 践 に
看 護 理 論 を 活 用 す る 能 力 を 養 う 目 的 で , 講 師 の 酒 護 実 鑛 か ら 導 か れ た 酒 護 観 , 看 護 理 論 概
説 を 基 に し て グ ル ー プ ワ ー ク で 各 自 の 活 護 に つ い て デ ィ ス カ ッ シ ヨ ン 形 式 で 授 業 を お こ な
い 、 受 講 生 の 看 護 観 の 確 立 を 援 助 し た
宮 城 県 看 護 協 会 石 巻 支 部 研 修 会 ( 平 成 1 2 午 )
酒 護 者 の 日 頃 の 看 護 を 見 つ め な お す た め に 「 看 護 論 」 に つ い て 、 講 師 の 実 践 的 舌 護 観 を
中 心 と し た 講 義 を お こ な っ た
宮 城 県 看 護 協 会 石 巻 支 部 研 修 会 ( 平 成 1 2 年 )
酒 護 過 程 の 基 本 を 理 解 し 、 現 在 の 看 護 記 録 を ふ り か え り , 看 護 が 見 え る 記 録 を 目 指 し て
講 義 を お こ な い 、 受 講 者 の 日 頃 の 疑 問 の 解 決 を 図 り , 看 護 記 録 に 対 す る 具 体 的 方 法 の 理 解
に 努 め た
東 北 公 済 病 院 看 護 部 研 修 会 ( 平 成 1 2 年 )
卒 後 5 年 目 看 護 婦 研 修 と し て 「 P O S ・ 看 護 診 断 ・ オ レ ム の セ ル フ ケ ア 不 足 舌 護 理 論 売 基
盤 と し た 事 例 研 究 会 」 発 表 会 の 講 師 と し て 講 評 を お こ な っ た
東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 看 護 部 研 修 会 講 師
( 平 成 1 3 年 6 月 初 旬 及 び 上 句 の 2  回  2 日 問 )
卒 後 2 年 目 看 護 婦 4 5 名 を 対 象 と し て 対 象 患 者 に 対 す る 臨 床 看 護 能 力 の 向 上 を 目 指 L て 事
例 検 討 と し て 事 例 の 全 体 像 の と ら え か た , 看 護 の ア セ ス メ ン ト ツ ー ル の 活 用 , 看 護 過 程 の
各構成要素の理解のもとに「看護過程の展開」について講義をおこなった第二段階の講
習会では,受講生の事例についてグループワークによる恬報の整理、看護診断過程を綿
密にたどり実践亊例の看護の振り返り学習をおこない.受講生一人一人が看護実践につい
ての評価と今後の課題や力向性をとれられるように努めた
尚細学院高等学校健康科学系授業[キャリアをとしての看護学一必要性に導かれて着護経
験に学ぶー」(平成20年)
高校生を対象に,舌護師の資格取得,女性として生きながら仕事を継続することなどに
つぃて看護師である筆老の経験からのぎえと,現在,柄護大学に学んでいる学生との交流
をとおして.若い世代が働く意味を理解する事を詞的として授業を行った
平成20年度専門分野(がん)における質の高い看護師育成研修として(宮城県保健福祉医
霧蒔旺「が人恕、者の看護アセスメント」についての講義を行った(平成20年)
乎成20年度がん看護セミナー俳剥ヒ大学病院)として仔猷幾状況への対処を促す看護一がん
酒護への適用一」について講謡を行0た。(平成2が咽
5)研究会・ワークショップ等での机告や症g躬告表
栗原市若苓則丙院侵良児自体病院表彰・親粉努大臣賞受賞記念講演会パネルデスカッシヨン
コーデイネーター(平成18年)
栗原市若柳菊院は,在宅医療を含めた地城密着型の医雁及び健全経営の功韻が認、められ
優良自治休病院として統河秀大臣賞左受賞し力.今後のさらなる地城医療の充実と在宅医療
の向上のために「地域医療.在宅医療の現状と今後」というテーマで在宅医療を受けたご
劣訪矢,医療を捉供した医部,「若柳病院を考える会」代表の5 人のパネリストによるパネル
デスカッションが開かれた
会場の参加者を交えた活発な討論が展開され,若柳病院を巾心とした地域医療と在宅医
療は,1.医療機関の積極的取り組み,2 地城住民による「病院を考える会」の発足と
活動.3.健康・行政の取り級みなどの連携がなされ,人々が安心して地域で生活する出が
できてぃることを改めて認識し.今後更に,医療機関,地域住民,行政の3者の連携の必
要性が確認、された
6)臨床実践活動
東北大学病院「手凶泉外来云護相談」開詮(平成19年3月~現在に至る)
東北大学病院がん七ンター地城連携七ンター酒護部と連携し,大学病院
図書コーナー」を開詮し.,患岩・家族に対する1古幸長」灰g汁幾能の充実を図った
月~現在に至る)
「健康情殺館
(平成20年3

11 アセスメントができる本看護アセスメント能力を高めるには
根木良子著,平成9年7月,アセスメントができる本日木総介研究所(12・
23頁)
成人朝にある患者に対し効果的な看護を展開するために,身体的・精神
的・社会的側面について総合的にア七スメントし,看護訓・仙1立案過程につ
しゾ劇呼吸器'懋者事例を中心に展開した
看誰のコツと落とし穴③外科系看護術前不安への援助にさいしての落と
し穴と看護のコツ
根本良子著,平成12年6 打,中山書店編集:小島操子,田中京子(10-12
頁)
成人期にある術前患者の不安への援助にあたり,術前不安の経時的変化
と手術に対する受容度によるア七スメント及び看護者の陥りゃすい傾向と
援助にあたってのコツについて,著者の研究をもとに述べた
看護のコツと落とし穴③外科系看護早期離床を促すときのコツと落とし穴
根本良子著,平成12年6月,中山沓リ苫編集:小島操子,田巾京子(94・96頁)
成人期にある手術をうける患者の獣床にあたり痛みや随伴症状により苦
痛や困難を伴う可能性のある一般開腹術,開胸術などを受けた患者の恐怖
や不安を取り除き航床へ積極的に取り組めるような看護援助について_患
者の清潔への二ードや快の刺激を与えることにより効果的に行う具体的方
法について述べた
業
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Ⅱ.研究論文
1.独身中高年婦人の老後問題
根本良子,佐藤琴路,前田裕美,昭和四年3打東化学院火学森セミ論文集
(83-106頁)
仙台市の独身中高年婦人345人を対象に生活実態と老後に関する意識な
どをアンケート胴査した結果,〒丕済面,住居面等の問題が浮劃形りにされ
た
^^、・1覇^
22
重 症 破 傷 風 の 一 症 例 を 経 ' 験 し て
菊 地 喜 美 代 , 三 沢 君 江 , 根 本 良 子 , 山 下 令 子 , 松 崎 美 恵 子 , 昭 和 5 6 年 1 月 ,
I C U  と  C C U 1 9 8 1 年 臨 時 増 刊 号 ( 医 学 図 書 出 版 ) ( 1 2 5 - 1 2 6 頁 )
大 学 病 院 集 中 治 療 室 に 入 院 し 死 の 転 帰 を た ど っ た 事 例 に 対 し , 集 中 的 に
呼 吸 ・ 循 環 管 理 を 実 施 し た 時 期 に 焦 点 を あ て 后 護 実 践 に 関 し て 検 討 ' し た
そ の 結 果 , 吸 引 時 の 清 潔 操 作 , 理 学 療 法 の 工 夫 , 緻 密 な 症 状 の 観 察 , 栄 養 ,
全 身 保 清 , 樗 癒 予 防 , 完 全 な 創 処 置 , 家 族 に 対 す る 積 極 的 な 精 神 面 へ の 援
助 の 重 要 性 が 明 ら か に な っ た
3 . 心 臓 手 術 を 受 け る 患 者 の 術 前 , 術 中 , 術 後 の 継 続 的 な 看 護 実 習 に 於 け る 学 習
効 果 に つ い て
根 本 良 子 , 遠 藤 チ エ . , 松 田 み ち 子 , 成 瀬 真 理 子 , 伊 藤 尚 子 , 昭 和 5 6 年 1 0 月 ,
第 1 2 回 看 護 教 育 学 会 集 録 ( 1 2 7 - 1 3 0 頁 )
心 、 臓 手 術 を 受 け る 患 者 の 看 護 実 習 に 於 け る 学 習 効 果 に つ い て 継 続 的 受 持
ち 実 習 を 展 開 し , 医 療 短 大 3 年 次 の 看 護 学 生 3 6 名 に 対 し ア ン ケ ー ト 調 査 を
実 施 し た 結 果 . 学 習 の 効 果 と し て 1 _ 患 者 の 個 別 的 な 看 護 の 必 要 性 の 理 解
の 深 ま り , 2 _ 患 者 ・ 家 族 と の 信 頼 関 係 の 成 立 , 3 . 手 術 を 受 け る 患 者 へ
の 看 護 の 知 識 と 技 術 の 統 合 化 , 4 . 手 術 侵 襲 を 理 解 し 術 後 の 看 護 へ の 活 用 ,
5 . 看 護 の 道 へ の 動 機 ず け 等 が 得 ら れ た
4
臨 床 実 習 に 於 け る 実 習 内 容 と 学 習 意 欲 に 関 す る 研 究 ( そ の 1 )
大 槻 静 子 , 伊 藤 尚 子 , 仲 光 靜 子 , 金 野 マ サ 子 , 太 田 泰 子 , 加 藤 美 智 子 , 根 本
良 子 , 昭 和 5 6 年 1 0 月 , 第 1 2 回 看 護 教 育 学 会 集 録 ( 5 8 - 6 2 頁 )
臨 床 実 習 に お け る 実 習 内 容 と 意 欲 に 関 し て 短 大 看 護 学 科 2  ・ 3 年 生 1 4 5
名 を 対 象 に 実 習 終 了 後 ア ン ケ ー ト 調 査 ( そ の  1 ) を 実 施 し た . そ の 結 果 ,
看 護 計 画 立 案 9 7 % , 実 践 釘 % , 評 価 9 7 % の 学 生 が で き た と 答 え た . で き な
か っ た 学 生 の 理 由 は , 計 画 立 案 に 関 し て は , 立 案 方 法 の 理 解 不 足 , 計 画 の
不 適 切 性 実 践 に 関 し て は , 計 画 の 理 解 不 足 , 実 践 内 容 の 不 十 分 さ ,  M 評
価 に 関 し て は , 評 価 基 準 や 意 味 の 理 解 不 足 と い う 結 果 が 得 ら れ た
5
2 か 月 児 の 先 天 性 大 動 脈 縮 搾 症 を 経 験 し て
一 厳 し い 循 環 管 理 下 に 於 け る 呼 吸 器 雜 脱 成 功 例 一
新 田 サ キ 子 , 根 本 良 子 , 小 笠 原 喜 美 代 , 奥 1 」 _ 俳 己 美 子 , 美 W 毎 栄 子 , 昭 和 5 7 年 1 0
月 , 第 1 3 回 小 児 看 護 学 会 集 録 ( 5 7 - 6 0 頁 )
生 後 5 1 日 目 に 先 天 性 大 動 脈 縮 搾 症 に よ り 緊 急 手 術 を 受 け , 人 工 呼 吸 器 雜
脱 困 難 を 呈 し な が ら も 2 力 月 後 に 退 室 で き た 低 体 重 児 の 看 護 内 容 に つ い て
検 討 し た 結 果 , 低 体 重 児 の 術 後 の 看 護 の 原 則 と し て 酸 素 消 費 量 の 増 加 を 防
ぐ こ と , 生 命 力 の 維 持 と 増 進 を 計 る こ と の 重 要 性 が 明 ら か に な っ た
6 手術を受ける患者の看護実習指導に関する研究
一患老理解を進めるための指導方法の検討一
根本良子,岩浅農也,昭和61年8月,第17回看護教育学会集録(130-132頁)
3年次の成人外科実習を行った学生10名に対し,学生,教員相互の情緒
的支持関係の中での振り返り学習を取り入れた実習をしたことについて
アンケート調査を実施した結果,1.感情表出による自己洞察,2一患者
の気持ちへの接近,3.効果的な看護実践への意欲がはかられた
7 看護婦の職業継続意志に関する研究
藤原朋子,高橋みや子,松坂真砂子,斉藤カツ子,根本良子,大場信子,
菅原衣,板垣恵子,作山美智子,小林淳子,大村正子,加藤美知子,猪股
千代子,昭和63年9月,第19回看護管理学会(218-220頁)
基礎・継続教育を行う際の示唆を得るために,看護婦の職業継続とそれ
を支えてぃる因子に関し,宮城県内の病院看護職員を対象として,アン
ケート調査を実施した結果,看護職を続ける支えとなっているものとし
て_患者や家族に感謝され役に立ったという体.験と患者や家族との人問関
係に関する回答が多かった
8.0心臓手術を受ける患者の術前,術後のストレス・コーピング
ー,患者が遭遇している体験過程を通してー
根本良子著,平成3年3月,聖路加看護大学大学院看護学研究科(イ惨士論文)
9 心、}識手術を受ける患者の術前,術後のストレス・コーピング
ー.患者が遭遇している体験過程を通してー
根本良子著,平成7年2月,看護研究28巻1号医学舌、1浣(61-81頁)
心臓・大血管手術を受ける成人患渚・24名に対し,術前から術後までの6
~8週問にわたり参加観察と2回の面接を行った結果,体験内容は生命の
脅威,心身の苦痛や心配,社会的役割广情報に関した動揺や不安,医療者
への要求・不満があり,コーピングは直接解決的,積極的感情罰節的,消
極的感情調節的な3つの方略があった
3
100手術患者の術前不安と尿中カテコールアミンとの関係に関する研究
一手術受容度による検討一
根本良子著,平成8年3月,山形大学大学院医学研究科(博士論文)
Ⅱ.手術患者の術前不安と尿中カテコールアミンとの関係に関する研究
一手術受容度による検討
根本良子著,平成10年6月,看護研究,31巻3号医学書院(Ⅱ・23頁)
41 2 . 心 臓 手 術 患 者 の 術 前 , 術 後 の 消 極 的 感 情 調 節 的 コ ー ピ ン グ
一 術 後 回 復 へ の 影 響 に つ い て 状 態 不 安 と 媒 介 因 子 に よ る 分 析 一
が ん 等 で 手 術 を 受 け る 成 人 患 者 5 1 名 を 対 象 と し て 術 前 3 日 前 と 手 術 前
日 の 2 時 点 に お け る 心 J 里 伏 態 を 把 握 す る た め に 状 態 不 安 と 客 観 的 な 生 理 的
な 指 標 と し て の 尿 中 カ テ コ ー ル ア ミ ン を 測 定 し , 経 時 的 動 態 と , 術 前 の 不
安 に 影 郷 す る と 老 え ら れ る 心 理 ・ 身 休 的 因 子 に つ い て 検 討 し , 次 の よ う な
結 果 を 得 た
1 . 約 7 0 % の 症 例 は , 乎 術 前 の 尿 中 カ テ コ ー ル ア ミ ン と 状 態 不 安 と は , 平
行 し た 動 き を 示 し た
2 . 尿 中 カ テ コ ー ル ア ミ ン 値 と 状 態 不 安 値 が 手 術 3 Π 前 に 比 較 し て 乎 術 前
日 に 共 に 低 下 し て い た 群 は 手 術 受 容 度 が 最 も 高 く , 共 に 上 昇 し た 群 は 手
術 受 容 度 が 低 か っ た
3 . 尿 中 カ テ コ ー ル ア ミ ン 値 並 び に 状 態 不 安 値 は _ 患 者 の 手 術 前 の 身 体 的 ,
心 理 的 な 不 安 状 態 を 推 測 す る 指 標 と な り , こ れ ら の 値 は 手 術 の 受 容 度 と
関 連 す る
1 3 . 根 本 良 子 著 , 平 成 1 2 年 5 月 , 束 北 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学 部 紀 要 9 巻 2 号 ( 1 釘 、
1 9 8 頁 )
心 賊 手 術 を う け る 2 4 名 の 成 人 患 者 を 対 象 と し て 消 極 的 感 情 調 節 コ ー
ビ ン グ の 使 用 と 術 後 回 復 へ の 影 響 に つ い て 検 討 し た コ ー ピ ン グ に 関 し て
は , 参 加 観 察 法 と 半 構 成 的 面 接 法 で , 状 態 不 安 と 術 後 の 回 復 に つ い て は 是
的 な 方 法 で 調 査 し た 結 果 消 極 的 感 情 コ ー ピ ン グ は 心 理 的 緊 張 を 緩 和 さ せ 術
後 の 回 復 に 良 い 影 響 を 及 ぼ す 傾 向 が み ら れ た
1 4
看 護 学 生 の 「 脳 死 判 定 」 と 「 臘 器 移 植 」 に 関 す る 意 識 朋 査
小 林 光 樹 , 淺 沼 良 子 , 斎 藤 ひ ろ み , 杉 山 敏 子 , 柏 倉 栄 子 . 菊 地 史 子 , 平 成 1 2
年 5 打 , 東 北 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学 部 紀 要 9 巻 2 号 ( 7 5 - 1 8 0 頁 )
学 生 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い , 臓 器 移 植 や 脳 死 判 定 な ど 先 端 医 療 に 関 す
る 調 査 を 行 な っ た
1 5
看 護 計 画 の 提 示 を 効 果 的 に 進 め る た め に
一 患 者 の 意 想 ' 夬 定 を 支 え る 援 助 と 患 者 満 足 度 を 調 査 し て ー
堤 崎 洋 子 , 横 尾 み ど り 广 浅 沼 良 子 , 平 成 1 2 年 1 0 月 , 第 3 1 回 看 護 管 理 学 会 集 録 集
生 活 習 慣 病 の 男 性 患 者 3 1 名 を 対 象 と し て , 看 護 計 画 を 提 示 , 共 有 し _ 患
者 の 意 思 決 定 を 支 え る 看 護 計 画 の 看 護 援 助 の 評 価 , 満 足 度 の 3 点 に つ い て
ア ン ケ ー ト 調 査 を し た . そ の 結 果 患 者 の 意 思 決 定 を 支 え る 看 護 援 助 に よ り
態 名 ・ 満 足 度 は 高 く な る こ と が 明 ら か に な っ た
16肺癌で告知をうけた患者の心理的反応と告知前の受診行動の分析
伊藤美由紀,淺沼良子,鈴木美奈子,鞭島美紀,平成14年2月,東北大学医
療技術短期大学部紀要Ⅱ巻1号(65-75頁)
肺癌告知後の20名の患者を対象として,告知直後に聞き取り調査をおこ
ない_患者の心理的反応と告知前での経過との関連を分析した.その結果,
告知時の,患者が示した心理的反応には,胸金烈な不安によってパニックや
混乱を示す』,『無関心や現実逃避や否i忍などの退行を示す』,『現実を見つ
めて再度不安や混乱や苦悶を示す」,「現実を見つめて新しい価値観や自己
イメージの確立を示す』があった.告知時に強烈な不安によってパニック
や混乱を示した患岩は,発症から告知までの期問が短く受診科数が少な
かった
告知時に現実を見つめて新しい価値観や自己イメージの確立を示した患
者は,発症から告知までの期問が長く,受診科数が多い受診行動をとった
患者が多かった.」り、上の事から癌告知を受ける患者に対しての看護介入は
告知時から始まるのではなく,個々の患者がとった発症から告知までの受
診行動にも着目して行なわれる必要があると老えられた
17中堅看護者の「看護実践上の課題解決」を目指した学習方法の一考察
淺沼良子,柏倉栄子,柳原真知子,平成14年2月,東北大学医療技術短期大
学部紀要Ⅱ巻1号住備・U4頁)
看護管理者研修会受講生56名を対象として,日々の看護実践上の問題及
び課題解決の為にストレス,適応,危機理論を基本にした看護理論の講義
をおこない看護実践上で気になった場面を取り上げグループワーク,全体
発表までの学習プロセスをたどることにより,看護場面の'、りかえりをお
こない今後の看護実践への示唆を得ることが出来たという結果が得られ
た
5
玲 耳鼻科外来における使用済み器具の一次処理方法の検討
一酵素洗浄剤の蛋白除去効果の調査より
大庭みよ,今野久子,高橋ますみ,會田知子,北山玲子,淺沼良子,平成14
年7 河,第33回看護総合学会(121-123頁)
耳鼻科外来で使用する滅菌済みの器具を対象として,洗浄度確認キッド
を用いて蛋白質の残留頻度,及び洗浄条件を変えて使用済み器具の蛋白質
の残留頻度を検査し,酵素剤を用いた効果的な一次処理方法について検討
した'その結果滅菌済みの器具の85.8%に蛋白質が残留しており現在のー
次処理方法では不十分である事がわかった
61 9 . 手 術 室 に お け る シ ン グ ル ユ ー ス 器 材 ( S U D ) 再 使 用 の 滅 菌 面 で の 安 全 性 に つ
い て の 検 討
笹 森 結 希 . 犬 飼 美 保 、 淺 沼 良 子 , 平 成 1 4 年 1 0 月 , 第 1 6 回 日 本 手 術 看 護 学 会 集
録 集 ( 7 1 - 7 4 )
総 合 病 院 手 術 室 で 再 使 用 し て い る 再 滅 菌 後 の S U D を 対 象 と し て
感 染 の り ス ク 分 類 及 び 細 菌 培 養 す る こ と に よ っ て , 滅 菌 面 で の 安 全 陛 を
検 証 し た 結 果 , 使 用 頻 度 の 高 い 腹 鏡 下 手 術 で 使 用 さ れ る S U D , 人 工 呼 吸 器
あ る い は 気 道 確 保 に 使 用 す る S U D , 自 動 縫 合 器 本 体 の S U D  は , 感 染 の り
ス ク 評 価 分 類 で は , 大 半 が 高 り ス ク 群 に 属 し て い た が S C D 上 P 培 地 に よ る
細 菌 培 養 で は 、 菌 の 増 殖 は み ら れ ず 滅 菌 面 に お い て の 安 全 性 は 確 認 で き
た
Ⅲ
調 査 報 告 書
1 . 心 臓 手 術 を 受 け た 患 者 の 術 前 ス ト レ ス と 手 術 克 服 過 程
一 神 f 前 各 時 期 の ス ト レ ス の 特 徴 及 び 援 助 の 実 際 一
根 本 良 子 著 . 昭 和 5 7 年 4 月 , 日 本 看 護 協 会 看 護 研 修 学 校 創 立 1 0 周 年 記 念 誌
( 1 9 - 2 4 頁 )
心 臓 手 術 を 受 け た 患 者 の 手 術 に 伴 う ス ト レ ス と そ の 援 助 に つ い て , 心 臓
手 術 を 受 け た 患 名 戈 3 名 に 対 し て 退 院 時 に 面 接 調 査 し た 結 果 , 術 前 の ス ト レ
ス は , 死 の 不 安 , 経 済 ・ 血 液 確 保 の 問 題 , 身 体 症 状 , 検 査 時 の 苦 痛 , 人 間
関 係 に 関 す る も の が あ り , 精 神 的 な 問 題 に つ い て は 医 療 者 と の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン が 成 立 し て い な い た め 援 助 を 受 け て い な か っ た
2
I C U  に 於 け る 重 症 感 染 症 対 策 ( カ ン フ ァ ラ ン ス )
林 圭 子 , 松 川 周 , 佐 藤 延 子 , 根 本 良 子 , 三 沢 君 枝 , 松 1 崎 美 恵 子 , 小 笠 原
喜 美 代 , 山 下 令 子 , 昭 和 5 7 年 4 月 , 看 誰 技 術 2 8 巻 5 号 メ デ ィ カ ル 出 版 社 四 0 ・
1 0 0 頁 )
大 学 病 院 集 中 治 療 室 に 入 室 し , 死 の 転 帰 を た ど っ た 重 症 破 傷 風 事 例 の 看
護 に 焦 点 を あ て , 1 C U に お け る 重 症 感 染 症 対 策 に つ い て , 婦 長 , 看 護 婦 ,
医 師 で カ ン フ ァ レ ン ス を 実 施 し た . 疫 が 粘 調 で 多 量 な 状 態 に お け る 人 工 呼
吸 器 装 着 に よ る 肺 合 併 症 予 防 , 頻 脈 と 血 圧 の 著 し い 変 動 や 末 梢 循 環 不 全 に
対 す る 循 環 管 理 に つ い て 検 討 し た 結 果 , 1 . 無 菌 操 作 , 2 . Ⅳ H の 管 理 , 3 . 峪
疾 疇 出 に つ い て の 問 題 点 が 明 確 に な っ た
3 旧市街地における高齢者の集う場の構成要因
星野明子,根本良子,平成10年6月,平成9年度,木村看護教育振興財団
看護助成研究事業報告書(59-65頁)
旧市街地における高齢者の集う場所を対象に,その場を構成する要因を
明らかにし,高齢者のための生活環境の支援方法を考察することを目的に
参加観察を用いて分析した.結果:「店の要因」として 1)店の環境2)
出会い3)主人の3つで構成され「来店者の行動の様子と役害Ⅲは1)集
う2)交換する 3)休む4)役割を担うの4つで構成されていた主人と老
人の常連客は立地条件と集まる要因をもったT店において昔ながらの近
所'付き合いにある各々を支えソーシャルネットワークを展開していた
4 下肢の骨・関節の手術をうける患者の術前,術後のストレス体験
一術前の歩行機能と状態不安の変化と関連一
鈴木珠美,淺沼良子,平成12年9月.整形外科看護メディカ出版 5巻10
号(82-89頁)
下肢の骨・関節の手術を受ける患者43名の成人患者を対象として術前,
術後のストレス体験を半構成的面接法で,歩行機能と状態不安の推移を量
的に把握し検討した結果,ストレス体.験は術前,術後ともに痛み, ADL
低下に関するものが多くの状態不安は術後も高い傾向にあった
5 両眼の白内障手術を受ける高齢患者の術前の不安・心配の体験とコーピング
一第1回と第2回の手術の比較を通してー
上田由美子,淺沼良子,平成13年5月,眼科看護3巻5号メディカ出版
(71-81頁)
両眼の白内障手術をうける高齢患者14名を対象として術前のストレス
体'験とコーピングを第1回と第2回の手術前に半構成的面接法で,状態不
安は術前2 回,退院時1回,更に媒介因子について調査した.研究した結
果,第1回術前は痛みゃ視力回復等,第2 回術前は痛み,苦痛等のストレ
ス体.験があり第1回,第2回術前に対処法についての説明が必要である事
が明らかになった
7
6 シンポジュウム「死一受容と看取り」終末期における緩和ケアー看護援助へ
の1莫索
根本良子著,平成13年10月,東北大学医療技術短期大学部紀要(312-314頁)
ホスピス病棟と一般病棟で緩和ケアを受けている患者への終末期におけ
る治療・ケアの比較を試みた結果,両病棟での告知および緩和治療におけ
るケアの差が明確に現れた.これらの結果から,がん終末期患者は,人生
の締めくくりを時分自身の力で出来ない状況であることを踏まえ終末期患
者の「永久の旅立ち」へのケアに取り組む意味をとらえ,看護のゴールを
設定し,家族と他の医療社と協同し達成していくことが求められている
87
終 末 期 患 者 の 心 身 の 苦 痛 に 関 す る 緩 手 畷 台 療 ・ ケ ア 実 態 調 査 一
一 般 病 棟 と ホ ス ピ ス 病 棟 の 比 較 一
淺 沼 良 子 , 柳 原 真 知 子 , 菊 地 史 子 , 河 本 亜 希 子 , 平 成 1 3 年 8 月 , 財 団 法 人 笹
川 医 学 医 療 研 究 財 団 平 成 1 2 年 度 ホ ス ピ ス ケ ア に 関 す る 研 究 助 成 に よ る 報 告
書 ( 6 7 ー フ 6 頁 )
一 般 病 棟 と ホ ス ピ ス 病 棟 で ケ ア を 受 け て い る 終 末 期 患 者 9 名 を 対 象 と し
て , お よ そ 5 0 日 問 わ た る 参 加 観 察 法 と 看 護 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し た
結 果 , 一 般 病 棟 に 比 べ ホ ス ピ ス 病 棟 で は 患 者 の 死 の 予 測 を き め 細 か く ぉ こ
な い , 心 身 両 面 で の ア セ ス メ ン ト に よ る 緩 和 ケ ア に よ り ' 患 者 の 防 左 立 ち 」
の 準 備 を 家 族 と 共 に お こ な っ て い た
8 .  A L S 等 神 経 難 病 の 緩 和 ケ ア ・ 終 末 医 療 に 関 す る 調 査
石 上 節 子 , 伊 藤 道 哉 , 小 原 る み 、 遠 藤 慶 子 , 大 里 る り , 根 本 良 子 , 菊 地 史 子 ,
中 島 孝 , 今 井 尚 志 , 葛 原 茂 樹 , 平 成 1 7 年 1 月 , 平 成 1 7 年 度 美 慌 台 性 疾 , 患 克 服
研 究 事 業 「 特 定 疾 患 患 者 の 生 活 の 質 の 向 上 に 関 す る 研 究 」 班 報 告 会
厚 生 労 働 医 政 局 総 務 課 が 実 施 ( 2 0 0 3 3 実 査 ) の 「 終 末 期 医 療 の 調 査 」 と
リ ン ケ す る 形 で ,  A L S 等 神 経 難 病 の 緩 和 ケ ア ・ 終 末 医 療 に 関 す る 調 査 を
神 経 難 病 領 域 の 医 師 3 2 6 名 ・ 看 護 師 7 2 0 名 に 実 施 し た 結 果 .  A L S 等 神 経 難
病 の 緩 和 ケ ア ・ 終 末 医 療 は , 必 要 で あ る が , 既 存 の 緩 和 ケ ア 病 棟 を 利 用 す
る こ と は 困 難 で あ り , 新 た な 施 設 基 準 や 診 療 報 酬 の 設 定 が 緊 急 の 課 題 で あ
る こ と が 示 唆 さ れ た
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Q O L 向 上 に 関 す る 尊 厳 の 保 持 要 因 に つ い て の 調 査 研 究
石 上 節 子 , 伊 藤 道 哉 , 小 原 る み , 遠 藤 慶 子 , 大 里 る り , 根 木 良 子 , 菊 地 史 子 ,
葛 原 茂 樹 , 中 島 孝 , 今 井 尚 志 , 平 成 1 8 年 1 月 , 平 成 1 8 年 度 ま 偵 台 陛 疾 患 克 服
研 究 事 ' 業 「 特 定 疾 患 患 者 の 生 活 の 質 の 向 上 に 関 す る 研 究 」 班 報 告 会
尊 厳 に つ ぃ て 改 め て 問 い 直 し , 具 体 的 な ケ ア の 実 施 , 向 上 に つ な が る 項
目 を 抽 出 す る た め に , 全 国 ホ ス ピ ス ・ 緩 和 ケ ア 協 会 A 1 6 3 施 設 の 看 護 師 を
対 象 に 「 尊 厳 」 保 持 要 因 に か ん す る 調 査 を 実 施 し た . 「 尊 厳 」 保 持 要 因 に
つ い て , 回 答 者 の 半 数 以 上 が , 重 要 と し て い た . 日 常 業 務 の 中 で , 「 尊 厳 」
が 保 持 で き な い 理 由 と し て は , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 困 難 , 症 状 マ ネ ー ジ
メ ン ト の 困 難 な ど が , 明 ら か に な っ た
Ⅳ 口頭発表
1 心臓手術を受ける患者の術前,術中,術後の継続的な看護実習に於ける学習
効果について
根本良子、遠藤チエ,松田みち子,成瀬真理子,伊藤尚子,昭和56年10月,
第12回看護教育学会
心臓手術を受ける患者の看護実習に於ける学習効果について継続的受持
ち実習を展開し,医療短大3年次の看護学生36名に対しアンケート調査を
実施した結果,学習の効果として 1.患者の個別的な看護の必要性の理解
の深まり,2.患者・家族との信頼関係の成立,3.手術を受ける患者へ
の肴護の知識と技術の統合化,4.手術侵襲を理解し術後の看護への活用,
5.看護の道への動機ずけが得られた
2 臨床実習に於ける実習内容と学習意欲に関する研究(その1)
大槻静子,伊藤尚子,仲光靜子,金野マサ子,太田泰子,加藤美智子,根本
良子,昭和56年10月,第12回看護教育学会
臨床実習における実習内容と意欲に関して短大看護学利,2 ・ 3年生145
名を対象に実習終了後アンケート調査(その 1)を実施した.その結果,
看護計画立案97%,実践87%,評価97%の学生ができたと答えた,できな
かった学生の理由は,計画立案に関しては,立案ブj法の理解不足,計画の
不適切性実践に関しては,計画の理解不足,実践内容の不十分さ, M評
価に関しては,評価基準や意味の理解不足という結果が得られた
3
9
2か河児の先天性大動脈縮搾症を経験して
一厳しい循環管理下に於ける呼吸器雛脱成功例一
新田サキ子,根本良子,小笠原喜美代,奥山紀美子,熱海栄子,昭和57年10
月,第13回小児看護学会
生後51日目に先天性大到釧1扇枯搾症により緊急手術を受け,人工呼吸器雛
脱困難を呈しながらも2力月後に退室できた低体重児の看護内容について
検討した結果,低体重児の術後の看護の原則として酸禦消費量の増加を防
ぐこと,生命力の維持と増進を計ることの重要性が明らかになった
4 看護実習の方法改善の為の研究
一基礎実習から看護本実習への移行基に於ける実習方法一
根本良子,岩浅農也,関東澄子,小野盛子,後藤真知子,昭和60年10月,第
21回日本教育方法学会
看護学校2年次の学生33名に対し,看護基礎教育における基礎実習から
木実習への移行期の効果的な学習力法として基礎実習での場面について学
生が行き詰まりを感じたり,問題意識をもった体験場面を取り上げグルー
プワーク,全体発表を実施したことについてアンケート調査をした結果,
1.看護についての新たな気づき,興味,2.'患者の全体像の把握の必要
性,3.充実感,満足感,感動の体.験がほとんどの学生に見られた
1 0
5
手 術 を 受 け る , 患 者 の 看 護 実 習 指 導 に 関 す る 研 究
一 患 者 理 解 を 進 め る た め の 指 導 方 法 の 検 討
根 本 良 子 , 岩 浅 農 也 , 昭 和 6 1 年 8 月 , 第 1 7 回 看 護 教 育 学 会
3 年 次 の 成 人 外 科 実 習 を 行 っ た 学 生 1 0 名 に 対 し , 学 生 , 教 員 相 互 の 情 緒 的 支
持 関 係 の 中 で の 振 り 返 り 学 習 を 取 り 入 れ た 実 習 を し た こ と に つ い て ア ン
ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 結 果 , 1 . 感 情 表 出 に よ る 自 己 洞 察 , 2 一 患 者 の 気 持
ち へ の 接 近 , 3 , 効 果 的 な 看 護 実 践 へ の 意 欲 が は か ら れ た
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筋 肉 注 射 に 関 す る 看 護 テ キ ス ト の 検 副
高 橋 み や 子 , 石 井 ト ク , 根 本 良 子 , 押 田 茂 實 , 昭 和 6 2 年 1 2 打 , 第 7 回 日 本 看
護 科 学 学 会
筋 肉 内 注 射 に 関 す る 看 護 技 術 の テ キ ス ト に つ い て の 記 述 内 容 に 関 し , 教
科 書 , 参 考 書 , 翻 訳 書 の 計 2 2 種 に つ い て 検 討 し た 結 果 , 昭 和 5 1 年 日 本 小 児
科 学 会 筋 拘 縮 委 員 会 及 び 日 本 整 形 外 科 学 会 提 言 内 容 に 基 づ く も の 2 2 件 中
1 件 ご 注 射 部 位 に 関 す る 記 述 や 図 写 真 な ど に 誤 り が あ る も の 8 件 , 誤 解 を
招 き 易 い 記 述 が 8 件 で あ っ た
C T 写 真 解 析 に よ る 注 射 部 位 の 検 討 一 殿 部 筋 肉 内 注 射
高 橋 み や 子 , 根 本 良 子 ' 石 井 ト ク , 押 田 茂 實 , 昭 和 6 3 年 1 2 月 , 第 8  回 日 本 看
護 科 学 学 会
唇 部 筋 肉 内 注 射 部 位 を 検 討 す る た め に 大 学 病 院 の 病 理 解 剖 1 6 例 , 法 医 解
剖 1 6 例 に つ い て 前 方 殿 部 注 射 部 位 の 皮 下 組 織 と 筋 肉 の 厚 さ の 平 均 値 を 比
較 し た 結 果 , 男 性 で は 皮 下 組 織 の 厚 さ の 差 は な く , 筋 肉 の 厚 さ で は 病 理 解
剖 平 均 2 . 5 C m , 法 医 解 剖 平 均 3 9 C m  と 差 が み ら れ , 女 性 で は ほ と ん ど な か っ
た . 腰 部 X 線 C T 写 真  1 2 5 例 の 検 討 の 結 果 成 人 で は , 前 方 殿 部 注 射 部 位 の
ほ う が ク ラ ー ク の 部 位 よ り も 皮 下 組 織 は 薄 く , 筋 肉 は 厚 か っ た
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看 護 婦 の 職 業 継 続 意 志 に 関 す る 研 究
藤 原 朋 子 , 高 橋 み や 子 , 松 坂 真 砂 子 , 斉 藤 カ ツ 子 , 根 本 良 子 , 大 場 信 子 ,
菅 原 衣 , 板 垣 恵 子 , 作 山 美 智 子 , 小 林 淳 子 , 大 村 正 子 , 加 藤 美 知 子 , 猪 股
千 代 子 , 昭 和 6 3 年 9 月 , 第 1 9 回 看 護 管 理 学 会
基 礎 ' 佳 続 教 育 を 行 う 際 の 示 唆 を 得 る た め に , 看 護 婦 の 職 業 継 続 と そ れ
を 支 え て い る 因 子 に 関 し , 宮 城 県 内 の 病 院 看 護 職 員 を 対 象 と し て . ア ン
ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 結 果 , 看 護 職 を 続 け る 支 え と な っ て い る も の と し
て _ 患 者 や 家 族 に 感 謝 さ れ 役 に 立 っ た と い う 体 ' 験 と 患 者 や 家 族 と の 人 間 関
係 に 関 す る 回 答 が 多 か っ た
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9 心臓手術を受ける患者の術前,術後のストレス・コーピング
一患者が遭遇している体験過程を通してー
根本良子,小島操子,平成3年3月,第Ⅱ回日本看護科学学会
心臓・大血管手術を受ける成人患者24名に対し,術前から術後までの6
~8週問にわたり参加観察と2回の面接を行った結果,体'剣勾容は,生命
の脅威,心身の苦痛や心配,社会的役割一情報に関した動揺や不安,医療
者への要求・不満がありコーピングは,直接解決的,積極的感情調節的.
消極的感情調節的な3つのコーピング方略があった
10心臓手術を受ける患者の術前,術後のストレス・コービング(その 2)
一消極的感情調節的コーピングの使用と媒介因子の特徴一
根本良子著,平成4年12河,第12回日本看護科学学会
心臓手術を受ける患者24名について術前,術後コーピング内容を検討し
た結果.消極的感情調節的コーピングを用いた場合はストレス状態が持続
する傾向にあり術後の回復に重大な影響をぢ・える可能性があり,このコ
ピングを用いた患者の媒介因子の特徴は,高齢,手術時間の延長,合併症
の発症などであった
11手術患者の術前不安と尿中カテコールアミンの関係
根本良子,川原礼子,平成8年8河,第22回日本看護研究学会
消化器がん等の手術を受ける態渚51例について手術3日前,手犲子前日に
尿中カテコールアミン,状態不安値を検討した結果アドレナリン,状態不
安値には経時的変化はみられず,ノルアドレナリンは,前日に有意に低下
してぃた.カテコールアミン,状態不安共に平行Lた動きを示したのは全
体の7割を占めていた
11
12術前不安及び尿中カテコールアミン値と手術受容度との関連
根本良子,川原礼子,平成8年12月,第16回日本看護科学学会
消化器がん等の手術を受ける患者51例について手術3日前と前日に尿
中カテコールアミン及び状態不安と手術受容度との関連とそれらに対する
影響因子について検討した結果両値は手術の受容度と関連することが示唆
され,受容度阻害要因としては手術のイメージの修正,身体的な重症度が
大きく関与していた
13外科実習事前学習における看護学生の学びと不安の構成要因
松谷さおり,星野明子,根本良子,平成9年8月,第64回日本応用心理学会
医学部看護学利・4年生9名を対象にして,タ何斗実習事前学習のついての
感想、,目標等について自由記述をグランデットセオリー参考に分析し,「実
習のイメージ」「実習で学ぶための視点」「自己を見つめる機会」の3つの要
因が抽出されたが畔斤たな不安」も生じていた
1 2
1 4 .
旧 市 街 地 に お け る 高 齢 者 の 集 う 場 の 構 成 要 因
星 野 明 子 , 根 本 良 子 , 平 成 Ⅱ 年 6 月 , 第 2 回 日 本 地 域 看 護 学 会
旧 市 街 地 に お け る 高 齢 者 の 集 う 場 所 を 対 象 に , そ の 場 を 構 成 す る 要 因 を
明 ら か に し , 高 齢 者 の た め の 生 活 環 境 の 支 援 方 法 を 考 察 す る こ と を 目 的 に
参 加 観 察 を 用 い て 分 析 し た
結 果 : 「 店 の 要 因 」 と し て  1 ) 店 の 環 境 2 ) 出 会 い 3 ) 主 人 の 3  つ で 構
成 さ れ 「 来 店 者 の 行 動 の 様 子 と 役 割 」 は  1 ) 集 う 2 ) 交 換 す る  3 ) 休 む 4 )
役 割 を 担 う の 4 つ で 構 成 さ れ て い た 主 人 と 老 人 の 常 連 客 は 立 地 条 件 と 集 ま
る 要 因 を も っ た T 店 に お い て 昔 な が ら の 近 所 付 き 合 い に あ る 各 々 を 支 え
ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 展 開 し て い た
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下 肢 の 骨 ' ・ 関 節 の 手 術 を う け る , 患 者 の 術 前 . 術 後 の ス ト レ ス 体 験
一 術 前 の 歩 行 機 能 と 状 態 不 安 の 変 化 と 関 連 一
鈴 木 珠 美 , 浅 沼 良 子 、 平 成 1 0 年 8 月 , 第 2  回 北 日 本 看 護 学 会
下 肢 の 骨 ・ 関 節 の 手 術 を 受 け る 患 者 4 3 名 の 成 人 患 者 を 対 象 下 肢 の 骨 ・ 関
節 の 手 術 を 受 け る 患 者 4 3 名 の 成 人 患 者 を 対 象 と し て 術 前 , 術 後 の ス ト レ ス
体 験 を 半 構 成 的 面 接 法 で , 歩 行 行 機 能 と 状 態 不 安 の 推 移 を 量 的 に 把 握 し 検
討 し た 結 果 , ス ト レ ス 体 験 は 術 前 , 術 後 と も に 痛 み .  A D L 低 下 に 関 す る
も の が 多 く の 状 態 不 安 は 術 後 も 高 い 傾 向 に あ っ た
1 6
両 眼 の 白 内 障 手 術 を 受 け る 高 齢 , 患 者 の 術 前 の 不 安 ・ 心 配 の 体 験 と コ ー ピ ン グ
一 第 1 回 と 第 2 回 の 手 術 の 比 較 を 通 し て ー
上 田 由 美 子 , 淺 沼 良 子 , 池 田 み よ , 平 成 1 1 年 8 河 , 第 3 回 北 日 本 看 護 学 会
両 眼 の 白 内 障 手 術 を う け る 高 齢 患 者 1 4 名 を 対 象 と し て 術 前 の ス ト レ ス
体 験 と コ ー ピ ン グ を 第 1 回 と 第 2 回 の 手 術 前 に 半 構 成 的 面 接 法 で , 状 態 不
安 は 術 前 2 回 , 退 院 時 1 回 , 更 に 媒 介 因 子 に つ い て 調 査 し た . 研 究 し た 結
果 , 第 1 回 術 前 は 痛 み や 視 力 回 復 等 , 第 2  回 術 前 は 痛 み , 苦 痛 等 の ス ト レ
ス 体 . 験 が あ り 第 1 回 , 第 2 回 術 前 に , そ の 対 処 法 に つ い て の 説 明 が 必 要 で
あ る 事 が 明 ら か に な っ た
1 7
滅 菌 物 の 包 装 材 料 ・ に 不 織 布 を 使 用 す る 場 合 の 検 討
一 不 織 布 の 組 み 合 わ せ の 選 択 と 威 菌 有 効 期 限 一
長 澤 ゆ か り , 秩 父 千 春 , 士 井 静 子 , 島 影 美 知 子 . 浅 沼 良 子 , 平 成 1 2 年 Ⅱ 阿 ,
平 成 1 2 年 度 北 海 道 ・ 東 北 地 区 看 護 研 究 学 会
中 央 材 料 室 で 保 有 す る セ ッ ト の 包 装 に 包 装 用 不 織 布 を 選 択 し ' 実 . 験 用 小
セ ッ ト を 作 成 し 滅 菌 後 3  ケ 月 毎 , 1 5 ケ 打 問 の 滅 菌 状 態 を 確 認 で き た の で ,
各 種 セ ッ ト の 滅 菌 有 効 期 限 を 3 ケ 月 か ら 1 年 へ と 変 更 が 可 能 に な っ た
18脊髄損傷患者の腹圧・紅門反射を利用した座位排便方法の検討
笹森結城,三浦千積,淺沼良子,平成12年7月,第26回日本看護研究学会
脊髄損傷事例に対し,腹圧,紅門反射を利用した座位排便方法と仰臥位
の方法について比較検討'した結果,座位排便法は排便マッサージ,時間の
短縮,排便量の増加により_患者と看護婦の負担力沖呈減し社会復帰を目指
す上で有効な方法であった
19.中堅看護者の「看護観」確立を目指した学習方法の一老察
一実践に生かす看護理論をもちいた学習プロセスの分析一
淺沼良子,柳原真知子,柏倉栄子,平成13年7月,第27回日本看護研究学会
学術集会
看護管理者研修会受講生24名を対象として「看護論」受講後の課題レ
ポートと感想文の記述内容について分析Lた結果,中堅看護者の実践上の
課題解決にあった.看護実践の振り返りと看護理論を結合させた学習方法
は有効であった.第一段階として理論と実践の結合,第二段階として理論
分析による事例での気づき,第三段階として課題解決・学習成果の学習プ
ロセスを経て自己の看護観を確立し,今後の目標,自己教育への抱負が得
られた事が明らかになった
20「ベテラン看護者」の看護の振り返りと課題一看護管理者研修受講者の意識一
柳原真知子,淺沼良子,平成13年7月,第27回日本看護研究学会学術集会
看護管理者研修会受講生55名を対象として「看護論」受講前の事前レ
ポート記述内容を質的手法で分析した結果,ベテラン看護者の看護に対す
る問題意識として患者との関係形成に関心が置かれており,理解できない
対象にジレンマを持っていた事が明らかになった
13
21.終末期における緩和ケアについて事例を通して考える
ーホスピス病棟と一般病棟の比較一
淺沼良子,柳原真知子,菊地史子,河本亜希子,平成13年11月,第25回日本
死の臨床研究会年次大会
ホスピス病棟と一般病棟でケアを受けている終末期がん患者計4名を対
象として参加観察法と看護者に対する聞き取り調査を行った結果,ホスピ
ス病棟では一般病棟に比較し,緩和治療・C雛eの方法が患者の個別性に
応じて的確かつきめ細かに実施され,'患者・家族への告知・死の予測のも
とに患者の防k立ち」の準備をケアとして計画的に実施されていた事が明
らかになった
1 4
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癌 告 知 後 の 患 者 の 認 識 の 変 化 一 告 知 直 後 と 1 ケ 月 後 の 比 較 よ り
龍 島 美 紀 , 佐 藤 満 里 子 , 鈴 木 美 奈 子 , 斎 藤 明 美 , 淺 沼 良 子 , 宮 澤 弥 生 , 伊 藤
美 由 紀 , 平 成 1 3 年 Ⅱ 月 , 第 2 5 回 日 本 死 の 醜 床 研 究 会 年 次 大 会
肺 癌 告 知 後 の 2 0 名 の 患 、 者 を 対 象 と し て , 告 知 直 後 と  1 ケ 月 後 の 2  回 聞 き
取 り 調 査 を お こ な い , 患 者 の 認 、 識 の 変 化 を と ら え 比 較 し た . そ の 結 果 ,
壬 ヒ
知 直 後 は 「 予 測 通 り 」 「 前 向 き 」 が 最 も 多 く , 次 い で 「 衝 浮 」 「 生 命 へ の 脅 威 」
等 で あ っ た が , 1 ケ 月 後 は  P 前 向 き 」 「 予 測 通 り 」 が 更 に 多 く な り , ほ と ん
ど の 患 者 が 告 知 の 事 実 を 肯 定 的 に 受 け 止 め よ う と し て い た . し か し , 告 知
後 に 治 療 が 進 ま な か っ た 患 者 は 認 識 が 否 定 的 に 変 化 し て お り , 強 力 な 心 理
的 サ ポ ー ト が 必 要 で あ る 事 が 示 唆 さ れ た
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学 生 が 経 ' 験 し た 事 例 に 関 す る 看 護 理 論 活 用 の 傾 向
宮 澤 弥 生 , 伊 藤 美 由 紀 , 根 本 良 子 , 平 成 1 6 年 7 月 , 第 N 回 日 本 看 護 教 育 学 会
看 護 短 大 3 年 生 6 8 名 を 対 象 と し て 受 け 持 ち 事 例 に つ い て の 疑 問 や 課 題
の 解 決 を 区 1 り 看 護 を 考 え る 事 を 目 的 と し て グ ル ー プ 学 習 と 個 人 学 習 の 組 み
合 わ せ に よ る 授 業 を 実 施 し ア ン ケ ー ト 調 査 を し た . そ の 結 果 学 生 の 実 習 体
験 と 理 論 を 結 び つ け ら れ る 3 年 次 後 半 と い う 時 期 の 設 定 は 有 効 で あ り , グ
ル ー プ 学 習 と そ の 後 の 個 人 学 習 と い う 段 階 的 な 学 習 に よ り 実 習 体 験 の 中 に
看 護 理 論 を 取 り 入 れ , 疑 問 や 課 題 を 解 決 し よ う と す る 学 習 の 深 ま り が 得 ら
れ た
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イ ン ス リ ン 療 法 を 受 け 入 れ ら れ な い 患 者 に 対 す る 危 機 理 論 を 用 い た 患 渚 孝 文 育
小 原 美 佐 子 , 梅 本 佳 奈 , 千 葉 ま さ 子 , 鈴 木 真 理 子 , 浦 山 笑 佳 , 根 本 良 子 ,
柏 倉 栄 子 , 平 成 1 6 年 8 月 , 第 8  回 北 日 本 看 護 学 会 学 術 集 会
2 型 糖 尿 病 で 教 育 入 院 と り , イ ン シ ュ リ ン 療 法 を 受 け 入 れ ら れ ず , 心 理
的 に 危 機 状 況 に あ る と 考 え ら れ た 患 者 に 対 し て , [ フ ィ ン ク の 危 機 理 論 を
参 考 に 患 者 の 心 理 状 態 を 分 析 し 各 段 階 に 応 じ た 看 護 教 育 的 関 わ り を 実 施 し
た . そ の 結 果 _ 患 者 は , 次 第 に 看 護 者 に 心 を 開 き イ ン シ ュ リ ン 注 射 を 受 け
入 れ , 継 続 す る と い う 行 動 の 変 容 が み ら れ る よ う に な っ た
成 人 看 護 学 急 性 期 実 習 に お け る 学 生 の 実 習 へ の 達 成 感 と そ の 理 由
伊 藤 美 由 紀 , 柏 倉 栄 子 , 根 本 良 子 , 平 成 1 6 年 7 月 , 第 1 4 回 日 本 看 護 教 育 学 会
看 護 短 大 3 年 生 で 成 人 看 護 学 急 性 期 実 習 4 週 間 ( 4 単 位 ) を 行 っ た 7 2 名
を 対 象 と し て 「 振 り 返 り レ ポ ー ト 」 か ら 自 習 達 成 感 と そ の 理 由 を 抽 出 し
た . そ の 結 果 達 成 感 が 高 い も の は 7 0 % を 占 め そ の 理 由 と し て は , 「 周 手 術
期 の 特 徴 の 理 解 」 , 「 精 袖 面 の 看 護 」 で あ り , 本 実 習 と し て 手 術 部 , 重 傷 病
棟 な ど 周 手 術 期 全 過 程 展 開 を 通 し て 直 接 患 老 と 関 わ り 看 護 実 践 を 経 験 し て
い る 実 習 力 法 が 効 果 を 及 ほ し て い る と 考 え ら れ た . 達 成 感 が 低 い も の の 理
由 は , 術 前 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン , 苦 痛 の 緩 和 な ど に 関 し た 術 後 看 護 の 関 す
る も の で あ っ た
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26.緩和ケアセンター見学実習における患者・家族との関わりからの学生の学び
伊藤美由紀,菊地史子,柏倉栄子,根本良子,石上節子,鈴木恵美子,平成
16年Ⅱ月,第8回東北緩和医療研究会山形大会
本研究の目的は,呼爰和ケア七ンター」で見学実習を行う事による学生
自身の「死生観」と学生が捉えた患者の「死生観」について学びを明らか
にしれ今後の終末期ケア教育に活用することである.看護短大生3年次27
名の実習終了後のレポートの「死生観についての考える」の項目内容につ
いて記述内容を質的に分析した.その結果学生は,畔爰和ケアセンター」
実習を通して自分自身も「死」をさけることの出来ない存在と捉え,死と
直面している患者の「生きょうとしている強い姿勢を学んでいた
27成人看護学の急、性期臨地実習で掲げた実習目標の達成内容に関する調査
伊藤美由紀,根本良子,柏倉栄子,菊地史子,平成17年11月,第15回日本看
盲董教育学会
短大3年生について,周手術期各期の項目に於ける実習目標達成度を5
段降精平価で調査した結果達成度の平均は,術前3.35,術中3.47,術後3.53で
あ利,達成度が4以上は,「無菌操作」「基本的二ードに対するケア』であ
り,達成度が3以下は,「麻酔の種類,薬理作用の理解に関するもの」で
あった
28看護学生のBLS実習による救命救急に関する意識の変化
柏倉栄子,根木良子,伊藤美由紀,菊地史子,平成17年11月,第15回日本看
護教育学会
短大3年生について,成人看護学急、性期実習に1次救命処置山LS)を
取り入れ、救命救急に関する意識の変化を調査した結果,臨地実習にBLS
実習を取り入れることにより,救命救急処置への知識と技術を習得でき実
践的な救命救急への意識を高めることが出来た
15
29ALS等神経難病の緩和ケア・終末医療に関する調査
石上節子,伊藤道哉,小原るみ,遠藤慶子,大里るり,根本良子.菊地史子,
中島孝,今井尚志,葛原茂樹,平成17年1月,平成17年度厚生労働科学研
究費補助金様戡台陛疾患克服研究事業「特定疾患患者の生活の質に関する研
究」班報告会
30. QOL向上に関する尊厳の保持要因についての調査研究
石上節子,伊藤道哉,小原るみ,遠藤慶子,大里るり,根本良子,菊地史子,
葛原茂樹,中島孝,今井尚志,平成18年1月,平成18年度厚生労働科学研
究贊補助金僅樹台陛疾患克服研究事業「特定疾患患者の生活の質に関する研
究」班報告会
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緩 和 ケ ア セ ン タ ー 見 学 実 習 に 於 け る 学 生 の 死 生 観 に 関 す る 学 び
一 患 渚 ' ・ 劣 訪 矣 と の 対 話 経 験 を と う し て ー
根 本 良 子 , 伊 藤 美 由 紀 , 菊 地 史 子 , 柏 倉 栄 子 , 平 成 1 9 年 2 月 . 第 2 0 回 日 本 が ん
看 護 学 会 学 術 集 会
緩 和 ケ ア セ ン タ ー 見 学 実 習 に 於 け る 学 生 の 死 生 観 に 関 す る 学 び を 明 ら か
に す る こ と を 目 的 と し て , 短 大 生 4 8 名 の 実 習 後 の 課 題 レ ポ ー ト を 質 的 に 分
析 し た 結 果 , 学 生 は , 死 に 直 面 し て い る " 戀 者 と の 対 話 に よ り , 自 己 と 他 者
の 「 死 」 を 身 近 に 捉 え , や が て 死 に ゆ く 存 在 と し て の 生 き 方 を 問 わ れ , そ
の 死 生 観 を 深 め る こ と が 出 来 , 患 者 に と っ て は , 感 情 の 表 出 や 他 者 の 役 に
立 つ 機 会 と な っ て い た
3 2
告 知 か ら 看 取 り 前 後 に お け る が ん 患 者 家 族 の 心 理 過 程
一 遺 族 の 悲 暎 を 和 ら げ る 看 護 援 助 の ぢ 察 一
田 森 桃 子 , 根 本 良 子 , 伊 膿 美 由 紀 , 第 1 2 回 北 日 本 看 護 学 会 学 術 集 会
が 人 で 家 族 を 失 っ た 遺 族 4 名 を 対 象 と し て , 告 知 か ら 看 取 り 前 後 に お け
る 心 理 過 程 に つ い て 面 接 に よ る 開 き と り 調 査 を 行 っ た . 結 果 と し て 遺 族 が
死 別 後 の 地 鄭 焚 を 和 ら げ 前 向 き な 感 恬 を 持 ち 生 き る た め に は , 告 知 時 か ら の
予 後 を 見 通 し た 情 幸 階 是 供 と , " 患 者 家 族 の 心 情 へ の 配 慮 , 家 族 の 患 者 ケ ア ヘ
の 参 加 , 看 取 り 時 に 患 名 の 死 期 を 知 ら せ , 家 族 が 側 で 看 取 る こ と が で き る
よ う 配 感 す る 看 護 援 助 が 必 要 で あ る 事 ・ が 示 唆 さ れ た
V
書 評 ・ 紹 介
1
私 に と っ て 研 修 学 校 と は ( 座 談 会 )
大 端 富 子 、 中 村 睦 子 , 富 田 幾 枝 , 根 本 良 子 , 中 井 敏 子 , 堀 田 美 鈴 , 石 鍋 圭 子 ,
昭 和 5 6 年 Ⅱ 月 , 日 本 看 護 協 会 看 護 研 修 学 校 創 立 1 0 周 年 記 念 誌 ( 1 6 2 - 1 7 1 頁 )
日 本 看 護 協 会 看 護 研 修 学 校 は , 看 護 者 の 数 少 な い 卒 業 後 継 続 教 育 機 関 と
し て 発 足 し た . 発 足 後 1 0 年 の 節 Π の 時 期 を 迎 え 卒 業 生 自 身 の 研 修 学 校 に 対
す る 意 味 づ け や 期 待 主 体 的 な 学 習 者 , 看 護 者 と し て の 姿 勢 を 育 む こ と を 主
軸 に お い た 研 修 学 校 の 教 育 に お け る , そ の 後 の 職 業 生 活 へ の 影 響 等 に つ い
て 討 論 し 合 い , 各 人 が 今 後 の 職 業 人 と し て の 生 き 方 へ の 展 望 を 模 索 し た
2
私 に と っ て 研 修 学 校 と は 一 卒 後 継 続 教 育 へ の 期 待 一
根 本 良 子 , 佐 藤 紀 子 , 山 本 市 佃 子 , 小 島 恭 子 , 佐 野 む ね , 平 成 3 年 1 0 月 , 日 本
看 護 協 会 看 護 研 修 学 校 創 立 2 0 周 年 記 念 1 志 ( 1 0 2 、 Ⅱ 0 頁 )
研 修 学 校 の 卒 業 生 が 各 地 で 様 々 な 活 動 を し て い る が , 研 修 学 校 で の 学 び
と 今 後 に 向 け て 卒 業 教 育 へ の 今 日 的 な 提 言 に つ い て 4 人 の 卒 業 生 が 話 し
合 っ た . 看 護 が 社 会 か ら 多 く の 期 待 が 寄 せ ら れ て い る 厳 し い 状 況 の 中 で ,
卒 業 生 は , 問 題 意 識 を 発 展 さ せ て 活 動 を 続 け て い る 例 が 多 く 出 さ れ , 学 ぶ
楽 し さ を 持 ち 続 け な が ら 全 国 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 強 化 し て 専 門 性 を 高 め 交
流 を 深 め る 必 要 性 を 確 認 し た
3 私の自己教育一必要性が道を開く
根本良子著,平成4年6月,月刊ナースデータ1992年6月号,
看護基礎教育を終え.看護の専門性を求めて臨床現場と看護教育の仕事
を継続する中で,看1薪蚤'験に導かれながらたどった白己教育について,体
験をふまえて考察した
Ⅵ.解説・評論
1.腰椎椎間板へルニア患者の看護診1祈・標準看二重計画
濱畑章子,根本良子,平成4年1]月,看護技術40巻13号(31-43頁)
腰痛や'ド肢の知覚障害のために日常生活に困難をきたした腰椎椎問板へ
ルニア患者の術前と術後の看護診断を取り上げ看護計画を作成した
2.これからの手術室ナースに要求される能力
一患者のストレス体,験の理解とコーピング能力を高める援助一
根本良子著,平成6年Ⅱ月,ヘッドナース9巻3号日木総合研究所(58-64頁)
手・術を受ける患者の生物,心理,社会的ストレスとその反応の結果とし
て現れる,手術侵襲,生体反応,コーピングについて明らかにし,手術患
者がたどる4つの時期における患者の心身の状態と必要とされる看護援助
について述べた
3.看護アセスメント能力を高めるには
根本良子著,平成6年11河,ナーシングレコード3巻8号日木統冶陌升究所
(50-59頁)
効果的な看護計画の運用に当たり看設計画立案過程について呼吸器患者
事例を基に展開Lた
4.こらからの手術室ナースに要求される能力一乎術室における看護過程の展開一
根木良子著,平成7年2月,ヘッドナースフ巻2月号 H本総合研究所(61、
68頁)
乎術患者の心、身のストレス反}心、及びコーピング能力を強化する視点から
乳がん患者事例を用いて周手術期の看護過程を展開した
5.手術室における看護過程の実践と専門性の育成のワークシヨップ(第1匝D
根本良子著,平成8年4月,ナーシングレコード5巻4号日本総合研究所
(2536頁)
近代手術適応範囲が拡大する中で,手術態、名に対し紲絲売的全人的医療が
求められている.手術看護の果たすべき役割の変化と乎術室看護者に求め
られる看護能力について生命の安全を守り患者のストレス・コービングを
支え,人問としての尊厳を守る周手術期の看護過程を継続的に展開する為
の視点から述べた
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1 8
6
手 術 室 に お け る 看 護 過 程 の 実 践 と 専 門 性 の 育 成 の ワ ー ク シ ョ ッ プ ( 第 2 回 )
根 本 良 子 著 , 平 成 8 年 5 月 , ナ ー シ ン グ レ コ ー ド 5 巻 5 号 日 本 総 合 研 究 所
( 4 2 - 4 7 頁 )
7 A O R N ( 手 術 室 看 護 婦 協 会 ) は 手 術 室 ナ ー ス が 周 手 術 期 の 看 護 を 実 践 す
る た め の 指 針 と し て 「 看 護 過 程 」 を 業 務 基 準 と し た 本 稿 で は , 周 手 術 期 に
お け る 看 護 ア セ ス メ ン ト ッ ー ル に 基 づ い た 看 護 過 程 の 展 開 と 要 点 に つ い て
論 じ た
フ . 手 術 室 に お け る 看 護 過 程 の 実 践 と 専 門 性 の 育 成 の ワ ー ケ シ ョ ッ プ ( 第 3  回 )
根 本 良 子 著 , 平 成 8 年 6 月 , ナ ー シ ン グ レ コ ー ド 5 巻 6 号 日 木 総 合 研 究 所
( 4 6 - 5 1 頁 )
1 ね 廿 i c i a m  ら の 看 護 過 程 ハ ン ド ブ ッ ク を 参 考 に し て 乳 癌 の 事 例 に 基 づ き
看 護 過 程 を 展 開 し , 周 手 術 期 に お け る ナ ー ス の 役 割 を 具 体 的 に 示 し た
8 ス ト レ ス 適 応 理 論 そ の 手 術 看 護 へ の 応 用
根 本 良 子 著 , 平 成 8 年 5  阿 , 主 任 & 中 堅 5 巻 5 号 日 本 総 合 研 究 所 ( 4 - 1 2 頁 )
周 手 術 期 患 者 の 理 解 と 看 護 援 助 に 関 し て , 周 手 術 期 看 護 の 目 標 を 達 成 す
る 為 に ス ト ス ・ 適 応 理 論 を 基 盤 と し て ス ト レ ス 因 子 と ス ト レ ス 増 強 過 程 に
つ い て , 主 に 袮 i 前 , 術 後 の 患 者 の 支 え を 中 心 に と り あ げ , 患 者 の 援 助 に つ
い て 考 察 し た
9
周 手 術 期 看 護 が め ざ す べ き 目 標 を ' 、 ま え た 看 護 記 録 の あ り 方
根 本 良 子 著 , 平 成 1 1 年 1 2 月 ,  o p e N 山 S i n g 1 4 ( 1 2 ) メ デ ィ カ 出 版 ( 1 頁 )
周 手 術 期 看 護 が め ざ す べ き 目 標 を ふ ま え た 看 護 記 録 に つ い て ,  A O N R が
打 ち 出 し た 患 者 成 果 基 準 の 達 成 の 手 段 と 位 置 づ け 看 護 の 枠 組 み と 一 必 須 の
医 学 情 報 を 組 み 合 わ せ た 術 前 訪 問 , 術 中 記 録 , 術 後 訪 問 の 3 期 か ら な る 周
手 術 期 看 護 記 録 に つ い て 述 べ た
1 0
看 護 実 践 が 見 え る , 記 録 時 問 が 短 く で き る 周 手 術 期 看 護 記 録
根 本 良 子 著 , 平 成 1 2 年 2 月 , 主 任 & 中 堅 9 ( 2 ) 日 本 総 合 研 究 所 ( 6 7 ー フ 4 頁 )
周 手 術 期 看 護 目 標 を 達 成 し , 時 間 短 縮 を 図 る 看 護 記 録 の あ り 方 に つ い
て , 6 つ の 患 者 成 果 基 準 と 周 手 術 期 ア セ ス メ ン ト ツ ー ル , 標 準 看 護 計 画 の
活 用 , フ ォ ー カ ス チ ャ ー テ ィ ン グ の 活 用 の 視 点 か ら 述 べ た
1 1
開 腹 手 術 患 者 の 早 期 離 床 へ の 看 護 援 助 ー ア セ ス メ ン ト と 段 階 的 雜 床 の す す め
方 一
根 本 良 子 著 . 平 成 1 5 年 7 月 , 消 化 器 外 科 N U R S I N G 8 ( フ ) メ デ ィ カ 出 版 ( 1 6 ・
2 2 頁 )
術 後 の 早 期 離 床 を 促 す 為 に 周 手 術 期 全 体 を 視 野 に 入 れ , 心 身 の ス ト レ ス
1 犬 況 を ア セ ス メ ン ト し _ 患 者 の 回 復 へ の エ ネ ル ギ ー を 引 き 出 し 患 者 自 身 が
主 体 的 に 取 り 組 め る よ う な 看 護 援 助 に つ い て 述 べ た
術前は患者の手術の受け入れ,航床阻害因子を把握し_患者とともに退
院時目標を明確にする.術後早期離床の効果,創部痛緩和方法の説明,段
階的雜床方法について実際に練習を行う
術後は離床の時期を適切にアセスメントするために, Mooreの術後過程
の4段階を活用する
第1相(障害期)は,全身的防衛反応により頻脈.体温上昇',尿量減少
となり動きたがらない.りラックス,他動運動,熱布浴などの快の刺激に
より生命力を蓄える.第2相(転換期)は,脈拍,体温は,正常に戻り利
尿がっき,動く意欲がでる.自動運動を進め,初回の立位動作・歩行に付
き添い安心感を持たせ離床を促す事が重要となる
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